
－1－ 

様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 

 

令和４年度 第２回公民館運営審議会 

開 催 日 時 

 

令和４年８月２６日（金）午前１０時～１１時３０分 

開 催 場 所 

 

市庁舎６０４会議室 

出 席 者 の 氏 名 吉川 誠、齋藤 淺男、佐藤 良一、清野 則良、内野 光男、富川 正孝、 

山﨑 壽男、三原 由紀子、加藤 市男、矢嶋 賢一、髙柳 進、浅田 衛、 

倉持 伸江、田中 雅文 

欠 席 者 の 氏 名 生野 元 

説明者の職・氏名 

 

 

議 事 

 

（１）市民の声を聴く会の報告 

（２）所沢市公民館運営審議会への諮問 

 

会 議 資 料 資料１ 【報告】市民の声を聴く会 

資料２ 所沢市公民館運営審議会への諮問について 

資料３ 所沢市公民館運営審議会専門部会スケジュール 

担 当 部 課 名 

 

教育長 中島 秀行、教育総務部長 千葉 裕之、 

松井公民館長 吉川 泰央、富岡公民館長 鈴木 健、小手指公民館長 小川 和

彦、山口公民館長 守谷 秀明、吾妻公民館長 森田 悟、柳瀬公民館長 橋

本 浩志、三ケ島公民館長 村中 慎児、新所沢公民館長 廣川 美智代、新所

沢東公民館長 足立 啓、中央公民館長 金子 敦、並木公民館長 川原 利和、

生涯学習推進センター所長 酒井 忠夫、社会教育担当参事 吉田 謙治、 

社会教育課主査 和田 順子、主査 有沢 法夫、主任 鈴木 蘭 

教育総務部社会教育課 

電話 ０４（２９９８）９２４２ 
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

【１ 開会 】 

 社会教育担当参事の司会により開会した。 

 

【２ 教育長あいさつ 】 

《教育長あいさつ》 

 

【３ 議事（１）市民の声を聴く会の報告 】 

傍聴者（２名）の入室後、議事に入った。 

 

 議事（１）について、事務局より報告いただきたい。 

 

 （資料１の内容を説明） 

 

 参加した委員から意見や感想等を伺いたい。 

 

 公民館への市民の期待が大きかったと感じた。昔と今とでは公民館の機能が

多様化してきており、違いが出ている。一元化の問題よりも、公民館をもっと

やってほしいとの意見が多かったと感じた。 

 

一元化はあくまでも市の管理運営上の課題を考慮するものであって、市民か

らすると公民館の役割は全く変わっていないし、むしろ充実を求めていると感

じた。 

 

参加した市民の三分の一ほどの方が意見を発言していて、素晴らしい会であ

った。一元化という管理手法そのものよりも、市民にとっての公民館とは何か

ということを見直す機会になったと思う。公民館機能を充実させることが大切

だと痛感した。 

 

多様な意見が多く出され、時間が足りず、改めてこういった機会を設けてほ

しいという要望もあり、市民の熱意と期待を感じた。一元化の話そのものより

も、それをきっかけとして公民館への多岐にわたる要望や期待が示されたこと

が印象的であった。それをこれからの時代に向けて、位置付けて再構築してい

くことに対しての期待が高いと感じた。様々な立場の意見を聴くことは大切。

これまでの成果や課題を整理して、次のステップへ進む必要がある。 
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委員 

 

委員長 

 

柳瀬公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新所沢公民館長 

 

 

 

松井公民館長 

 

 

 

新所沢東公民館

長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

社会教育担当参

事 

 

 

 

市民の意見の力はすごいものだと感じている。 

 

 公民館長から意見等あるか。 

 

公民館利用者からの現在の公民館全般への要望が寄せられる意見交換会に

なった印象を若干受けた。参加者の中には「一元化」という言葉がひとり歩き

して公民館が市民部に吸収され、現行の活動がままならなくなってしまうと考

えている方もいたようだが、決してそうではない。一元化のグランドデザイン

は、我々にとっては、わかりやすいが、市民にとっては難しかったのかもしれ

ない。まちづくりセンターになってから抱えている運用上の課題の改善を図

り、公民館機能の向上が一元化の本来の目的。今後、公民館機能の強化につい

ては各館に社会教育主事資格を有する専門職員を配置すること等答申いただ

ければと思う。 

 

 今回の会をとおして、社会教育・公民館へ対する熱い思いを持っている市民

が多くいることを感じることができた。熱い思いを無駄にしないような運用が

大切だと感じた。 

 

 市民の意見を聴き入れる機会を設けることの大切さを感じた。どのように意

見を吸い上げていくかが課題になるかと思うが、必要とされる事業や要求等を

吸い上げていきたい。 

 

 改めて公民館運営の大切さ、公民館という名前への市民の思い入れを感じ

た。より良い形で運営できるよう、皆様の意見をいただき答申してほしい。ま

た、地域活動に公民館がどう関わっていくか、若年層の取り込みについてもご

意見いただきたい。 

 

市民の声を聴く会は、市民にとっても公民館側にとっても、公民館を振り返

って考える良いきっかけになったと思う。 

 

【３ 議事 （２）所沢市公民館運営審議会への諮問 】 

前回の審議会で公民館機能のあり方について、指し示すために明文化したほ

うが良いとの意見があり、今回館長からの当審議会に諮問することになったも

の。 

（諮問書を教育長が委員長へ手渡した） 

（社会教育担当参事が諮問理由を読み上げた） 
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委員長 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

副委員長 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

答申作成にあたり、能率的・集中的に審議するために専門部会を設置したい

と考える。 

 

 専門部会の構成メンバー等について示していただきたい。 

 

 公民館設置及び管理条例施行規則では、審議会が必要とするときに専門部会

を設置することができ、専門部会の委員は審議会の委員の互選で選出すること

となっている。構成メンバーについては、過去の諮問答申等を振り返ると学識

経験者から２名、校長先生から１名、地区選出者から若干名としている。 

 

 どなたか推薦はあるか。(特になし) 

事務局より選出方法について何かあるか。 

 

 所沢市社会教育委員会小委員会設置についての要綱を準用し、委員の所属や

経歴等を踏まえ、委員長が専門部会の候補者を指名する方法がある。 

 

 事務局の示した方法でよろしいか。 

（一同承認） 

 学識経験者から副委員長の倉持先生と田中先生にお願いする。 

（両委員承諾） 

校長先生については、１名お願いすることとなる。 

 

 本日、生野校長が欠席のため、持ち帰らせていただく。 

 

 地区選出者からは加藤委員と富川委員にお願いする。 

（両委員承諾） 

 

 中心メンバーは今回選出の５名として、会議の日程を共有し、都合がつく委

員にも協力を仰ぎ、広く進めるのはどうか。 

 

 その方法で進めさせていただくのでよろしいか。 

（一同承認） 

 今後のスケジュールを事務局から説明いただきたい。 

 

 （資料３の説明） 
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委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

社会教育担当参

事 

 

委員 

 

 

 

社会教育担当参

事 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 専門部会で審議を深めるにあたって、各委員から専門部会に向けての意見等

を伺いたい。 

 

 市民の声を聴く会に参加して、公民館に対する市民の期待や要望について、

つかみどころが無いように感じた。現在の公民館でどうしていくべきかわから

ない。 

 

様々な状況があるが、できることを少しずつ進めていくことが大切。 

 

専門部会で審議するのは、一元化についての答申なのか。 

 

 管理権限一元化に向けて進めているところではあるが、普遍的な公民館の機

能やあり方について提示していただきたい 

 

 諮問にある「公民館のあり方」とは、公民館がどうあるべきかという機能に

ついてと、それを実現するための管理運営体制についても含まれる。条例や規

則等への提言も審議するという理解でよろしいか。 

 

そのとおり。 

 

 

 事業等運営委員会で会議を開いて地区の意見を聴こうと考えている。 

 

 貸館事業が主体となっているのではないかという意見が地区でも出ている。

そうではなく、幅広い年代の多くの方に足を運んでもらうためにはどうしたら

いいか考える必要がある。どこにメリットがあって一元化の話が出たのか。市

民の声を聴く会では、一元化への期待を感じた。 

 

 一元化への仮スケジュールをわかる範囲で示してほしい。 

 

 施設管理がどうあるべきか、また、まちづくりセンターにおけるコミュニテ

ィ・窓口・公民館のあり方も定義されると、一元化の目的と方向性が定まって

くるのではないか。専門部会には市民部職員にも入ってもらって意見をもらう

のが良いと思う。 

 

 市民の声を聴く会でも幅広い意見が出たが、それをどう市民に返すのか。 
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社会教育担当参

事 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

社会教育担当参

事 

 

副委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 市民の声を聴く会で出された意見やこれまで公民館運営審議会で出された

意見等は、今回の諮問に対する答申に盛り込んでいただければ、今後の公民館

のあり方、組織の中での捉え方に活かしていくことになる。 

 

 市民にも理解できる言葉で答申を作成してほしい。公民館が住民の生活を支

える仕組みづくりをしていただきたい。 

 

 自分たちはまちづくりセンターをほとんど利用していない。自治会で建てた

公民館が各地区にあり、それぞれ館長がいる。まちづくりセンターと公民館の

一元化により名前が変わっても影響はないというのが、館長たちの意見。中央

公民館は学びの場であって、発表の場でもある。「楽しくなければ公民館では

ない」というポリシーは大変難しい。まちづくりセンターの運営は自主的なサ

ークル活動中心となっていると思うが、是非「楽しくなければ公民館ではない」

という大きなテーマについて、まちづくりセンター職員等も議論していただ

き、共有・指導してもらいたい。 

 

 いろいろな世代の人が公民館に来てもらいたいという意見が出ていたので、

学校として何ができるのかを考えている。一元化されると、運営上スムーズに

なることもあると思うので、その上で何か新しいことができるのではないか。 

 

 皆様の熱い思いを聴くことができた。それを踏まえて今後の話し合いを進め

ていきたい。  

 

 一点確認したい。一元化すると、教育財産である公民館が市長部局の管理す

る行政財産となって、特定公民館として運営していくということか。 

 

 第９次一括法に基づいて、市長部局に管理権限は移り行政財産となるが、特

定公民館となり社会教育施設として運営していくことを目指している。 

 

 意味のある答申を作成するためには、市民部の意見も聴く必要がある。また

審議委員には各地区の会議や集まりで今後の公民館に対する市民の意見を吸

い上げてほしい。また公民館長からの意見もいただきたいと考えている。所沢

市の財産を未来につなげていくために皆様の協力をお願いする。 

 

議事進行を事務局にお返しする。 
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社会教育担当参

事 

（議事については以上で終了。議長に代わり、進行は事務局が務めた。） 

 

【４ その他 】 

令和５年４月を目途に社会教育課と生涯学習推進センターとの統合の検討

を開始した。先日の教育委員会定例会において承認され、今後業務のすり合わ

せをしていく。 

 

【５ 閉会 】 

《副委員長あいさつにて閉会》 

 

 


